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不安 :pく0.01.状態歯科不安 :pく0.01,状態歯科恐怖 :pく0.01).状態歯科不安および
恐怖の2項目は状況による歯科不安や恐怖の変化を検知できることが明らかになった｡
一方で特性歯科不安は.状況の変化に影響を受ける可能性が示唆された｡
3.まとめ
フェイススケールを用いた簡易型歯科不安 .恐怖測定質問票を新規に作成した.
新規質問票はテストリテスト法によって中等～十分な一致度を示し.臨尿使用上問題
のない信頼性を示した｡状態歯科不安および恐怖においては,十分な基準関連妥当性.
グループ妥当性ならびに反応性が確認できた｡一方.特性歯科不安および恐怖におい
ては,患者の特性歯科不安や恐怖を測定可能ではあるが.完全に特異的とは言えず.
直面する状況の影響を受けることが示唆された｡
学位論文審査結果の要旨
本研究は.臨床現場で歯科不安や恐怖の多寡を簡便かつ,妥当性高く測定できる方
法を開発することを目的に.フェイススケールを用いた新規質問票を作成 し,信頼性
および妥当性の検討を行ったものである.
方法として.歯科治療に対する不安や恐怖の概念モデルを作成 し.概念モデルをも
とに,新規質問票の質問項目を性格傾向である特性歯科不安,特性歯科恐怖と.状況
によって変化する一過性の状態歯科不安.状態歯科恐怖を測定する計4項 目の質問項
目を作成 している.また.測定尺度には表面妥当性の検討を行った結果.フェイスス
ケールを用いている.
信輪性と妥当性の検討には.超音波スケーリングを行うスケーリング群 (SC群)と
インプラント体埋入手術を行うインプラント群 (lP群)を比較 している.信頼性は,
SC群に対 し.テストリテスト法を用いて新規質問票各項 目の一致度を検討している.
基準関連妥当性は.SC群とIP群の回答を用い,日本版STAIと新規質問票各項 目の相関
をスピアマンの順位相関係数にて検討している.グループ妥当性は,SC群とIP群の回答
を用い,両群の得点に差があるかをマン ･ホイットニーのU検定にて検討している.
反応性は.IP群の回答を用い,説明日,手術日,抜糸日の各項 目の得点変化を比較 し
て.検討している.
その結果.新規質問票各項目は.臨床使用上問題ない レベルの信頼性が得られてい
る.状態歯科不安および恐怖においては.十分な基準関連妥当性.グループ妥当性な
らびに反応性が確認できている.一方.特性歯科不安および恐怖においては,患者の
特性歯科不安や恐怖を測定可能ではあるが.完全に特異的とはいえなかった.
本研究で開発された質問票は,一過性の不安や恐怖を短時間で簡便に測定可能であるこ
とから.時間に限りのある一般開業医等の臨床現場への導入は非常に有益である.さらに.
患者への負担が少なく,状態不安に対してはより感度が高い可能性もあり,今後の歯科領
域における不安や恐怖の研究に貢献するものであると考えられる.よって,審査委員会は
本論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を認める.
